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１．サステナブルファイナンス（SDGs債）の始まり
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国際金融ファシリティ（IFFIm）ワクチン債

2006年、ESG投資の始まりとしてワクチン債発行がスタート

国際金融ファシリティ（IFFIm）ワクチン債
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ＩＣＭＡ原則の概要（グリーン、ソーシャル）

 ＩＣＭＡのグリーンボンド原則（ＧＢＰ）、ソーシャルボンド原則（ＳＢＰ）では、グリーンボンド、ソーシャルボンドの定
義を定めたうえで、それら債券が満たすべき４つの核となる要素を示している。

 サステナビリティボンドガイドラインにおいては、サステナビリティボンドの定義を、その資金がグリーンプロジェクトとソーシャルプロ
ジェクトの双方に充当されるものとしたうえで、グリーンボンド、ソーシャルボンドと同様に４つの核を満たすべきとしている。

グリーンボンドの定義

グリーンボンドとは、調達資金の全てが、新規又は既存の適格
なグリーンプロジェクトの一部又は全部の初期投資又はリファイ
ナンスのみに充当され、かつ、GBPの4つの核となる要素に適合
している様々な種類の債券である。

ソーシャルボンドの定義

ソーシャルボンドとは、調達資金の全てが、新規又は既存の適
格なソーシャルプロジェクトの一部又は全部の初期投資又はリ
ファイナンスのみに充当され、かつ、SBPの4つの核となる要素に
適合している様々な種類の債券である。

 4つの核となる要素 （ＧＢＰ、ＳＢＰ共通）

• 調達した資金は、環境面／社会面の便益を有するプロジェクトに充当される。発行体

は法定書類等で明示する。
１．調達資金の使途

• 発行体は、目指す環境／社会的目標、適格プロジェクトの選定プロセス、適格性の

クライテリアについて投資家に伝える。
２．プロジェクトの評価と選定のプロセス

• 発行体は調達資金を適切に管理、追跡する。プロジェクトの進捗と資金充当状況を

調整する。
３．調達資金の管理

• プロジェクトのリスト、概要、資金充当状況、期待される効果を含む最新の情報に係

るレポーティングを作成・保存する。
４．レポーティング

 上記4つの核の充足に加え、「外部評価」を行うことが望ましいとされている（コンサルタント・レビュー、検証、認証、格付）。

ICMA原則概要
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ＳＤＧｓ債について

グリーン／ソーシャルボンド 資金使途
総称 分類 資金使途（対象プロジェクト） 例

ＳＤＧｓ債
グリーンボンド（ＧＢＰに該当する債券）

• 再生可能エネルギー

• グリーンボンド
• ウォーターボンド
• インフラボンド
• 農業ボンド

• エネルギー効率
• 汚染防止および管理
• 生物自然資源および土地利用に係る環境持続型管理
• 陸上および水生生物の多様性の保全
• クリーン輸送
• 持続可能な水資源および廃水管理
• 気候変動への適応
• 高環境効率商品、環境適応商品、環境に配慮した生産技術およびプロセス
• 地域、国または国際的に認知された標準や認証を受けたグリーンビルディング
• その他

ソーシャルボンド（ＳＢＰに該当する債券）
• 手ごろな価格の基本的インフラ設備（例:クリーンな飲料水、下水道、衛生設備、輸送機
関、エネルギー）

• ウーマン（ジェン
ダー）ボンド

• ワクチン債
• ウォーターボンド
• インフラボンド
• 教育、ＥＹＥボンド
• 農業ボンド
• 食糧安全保障債

• 必要不可欠なサービスへのアクセス（例: 健康、教育及び職業訓練、健康管理、資金調達
と金融サービス）

• 手ごろな価格の住宅
• 中小企業向け資金供給及びマイクロファイナンスによる潜在的効果を通じ、社会経済的な
危機に起因する失業の防止又は軽減するために設計された、プログラムと雇用創出
• 食糧の安全保障と持続可能な食糧システム（例:食糧必要要件を満たす、安全で栄養価の
高い十分な食品への物理的、社会的、経済的なアクセス、回復力ある農業慣行、フードロス
と廃棄物の削減、小規模生産者の生産性向上）
• 社会経済的向上とエンパワーメント（例:資産、サービス、リソース及び機会への公平な
アクセスとコントロール。 所得格差の縮小を含む、市場と社会への公平な参加と統合）

サステナビリティボンド（ＳＢＧに該当する債券）
• グリーンプロジェクト及びソーシャルプロジェクト双方へあてられるもの
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各国・地域におけるグリーン、ソーシャル、サステナビリティ
ボンドに関するガイドライン

グリーンボンド ソーシャルボンド サステナビリティボンド

ＩＣＭＡ • グリーンボンド原則（2014⇒2018）
• ソーシャルボンド原則

（2017⇒2020）
• サステナビリティボンドガイドライン
（2017⇒2018）

日本 • グリーンボンドガイドライン（環境省2017）

中国 • グリーンボンドガイドライン（中国人民銀行、2015）※
グリーン金融債向けガイドライン

• グリーンボンドガイドライン（国家発展改革委員会、
2016）※グリーン企業債向けガイドライン

• グリーンボンドの評価・認証に関するガイドライン（中国
人民銀行・中国証監会、2017）

ＡＳＥＡ
Ｎ

• ASEAN グリーンボンドスタンダード（ASEAN資本市場
フォーラム＊、2017）

• ASEANソーシャルボンドスタンダー
ド（同左、2018）

• ASEANサステナビリティボンドスタン
ダード（同左、2018）

フィリピン • ASEAN グリーンボンドスタンダードに基づくグリーンボンド
発行に関するガイドライン（フィリピン証券取引委員会、
2018）

• ASEAN ソーシャルボンドスタンダー
ドに基づくソーシャルボンド発行に関
するガイドライン（同左、2018）

• ASEAN サステナビリティボンドスタン
ダードに基づくサステナビリティボンド発
行に関するガイドライン（同左、
2018）

インドネシア • Regulation of Financial Service Authority on 
the Issuance and Terms of Green Bonds
（金融サービス庁、2017）

インド • グリーンボンドの発行・上場の情報開示についてのガイド
ライン（インド証券取引委員会、2017）

ＥＵ • ＥＵグリーンボンドスタンダード（欧州委員会、2019） • ＥＵ ソーシャルボンド基準 • ＥＵサステナビリティボンド基準

ＩＳＯ • ISO/TC207においてSC4/WG7（グリーンボンド）、
SC7/WG10（気候変動ファイナンス）、WG11（グ
リーンファイナンス）規格開発作業中

• ISO/TC322（サステナブルファイナンス）が新設。企画開発に向けた検討を開始（2019）。

＊ASEAN資本市場フォーラム：ASEAN各国の資本市場規制当局で構成される。

各国・地域 ガイドライン
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（UNCTAD「World Investment Report 2014」より）

・ SDGsの達成には世界全体で年間5兆～7兆ドル、このうち開発途上国においては年間約3・3兆～4・5兆ドルの投資が必

要になる（2015～30年）。

・ セクター別の資金調達ニーズとしては、「輸送インフラ」、「エネルギー」、「通信インフラ」や「農業、食料安全保障」に係る分に
民間の資金のニーズがある。

資金不足に対応するためには、公的部門からの投資のみではなく、民間資金の活用が不可欠。民間から
SDGs達成への投資を促進する有効な手段としては、ＳＤＧｓ債の活用などが挙げられる。

現下の国際社会は、貧困、飢餓、国際保健、教育といった伝統的課題から、今日的課題である気候変動や

海洋、 陸上資源の保全等幅広くかつ喫緊の課題に直面

SDGs達成への膨大な資金不足
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SDGs達成に必要な投資額と不足額

・ SDGsの達成には世界全体で年間5兆～7兆ドル、このうち開発途上国においては年間約3.3兆～4.5兆ドルの投資が必
要とされている（2015～30年）。一方で、投資の不足額は年間1.8兆～3兆ドルに上る。

資金不足に対応するためには、公的部門からの投資のみではなく、民間資金の活用が不可欠。

現状の投資額
（10億ドル／年）

必要な投資額
（10億ドル／年）

投資不足額
（10億ドル／年）

現状投資額に占める
民間資金の平均割合

発展途上国 先進国

電力 260 630～950 370～690 40～50％ 80～100％

輸送 300 350～770 50～470 30～40％ 60～80％

通信 160 230～400 70～240 40～80％ 60～100％

水、衛生 150 410 260 0～20％ 20～80％

食料安全、農業 220 480 260 ～75％ ～90％

気候変動の緩和 170 550～850 380～680 40% ~90％

気候変動への適応 20 80～120 60～100 0～20％ 0～20％

生態系・生物多様性 ― （70～210） ― ― ―

健康 70 210 140 ～20％ ～40％

教育 80 330 250 ～15％ 0～20％

合計 1,430 3,270～4,520 1,840～3,090 ― ―

（UNCTAD「World Investment Report 2014」より日本証券業協会作成）

発展途上国においてSDGs達成に必要とされる投資額と不足額

SDGs達成に必要な投資の不足額は年間1.8兆～3兆ドル



9

民間投資に向けた戦略的フレームワーク

リーダーシップ
指針・原則の策定、活動
の活性化、政策の一貫性

確保

モビライゼーション
SDGsへの投資に向けた
資金の調達と金融市場の

方向転換

チャネリング
SDGセクターへの投資の

促進と円滑化

インパクト
持続可能な開発に向けた
ベネフィットを最大化し、リ

スクを最小化する

SDGsへの民間投資に向けた戦略的フレームワーク

（UNCTAD「World Investment Report 2014」より）
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SDGsのインベストメントチェーンと
主要な関係者

SDGsのインベストメントチェーンと主要な関係者

（UNCTAD「World Investment Report 2014」より。下線は日証協）

主要な機関

仲介機関

助言機関

資金源

• 政府（ODAなど）
• 家計／個人

-個人投資家
-富裕層
-年金積立金
-保険料

• 企業（準備金／利益剰余
金）

• 慈善団体、財団
• 資本を有するその他の機関
（大学など）

資金保有主体
（または直接的な仲介機関）

マーケット

• 銀行
• 年金基金
• 保険会社
• 投資信託
• 政府系ファンド
• 寄付基金
• プライベート・エクイティ
• ベンチャー・キャピタル
• インパクト投資家

・・・

• 株式
• 社債
• ソブリン債
• その他の市場と金
融商品

• 投資銀行、証券会社 • アセットマネジメント会社

• 金融アドバイザー
• ウェルス・マネージャー
• 投資コンサルタント

• 格付機関

SDGsへの投下資
金の使い手

• 政府
• 国際機関および開

発銀行
• 公的および準公的

機関
• 多国籍または現地

の企業等
• NGO
• インパクト投資家
・・・
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２．日証協のサステナブルファイナンス（SDGs債）
への取組み（2017年～）
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日本証券業協会 SDGs宣言

2018年 日本証券業協会による「SDGs宣言」

日本証券業協会は、国際連合が提唱する国際社会全体の目標であるSDGs（持続可能な開発目標）の
達成に貢献するとともに、証券業自らも持続的な成長を目指し、次の通り宣言いたします。

１．貧困、飢餓をなくし地球環境を守る取組み

- 証券市場が有する資金調達・供給機能等を通じて、社会課題の解決を目指します。

２．働き方改革そして女性活躍支援を図る取組み

- ワーク・ライフ・バランスの推進等を通じて、働きがいのある職場づくりを目指します。

３．社会的弱者への教育支援に関する取組み

- 様々な環境に置かれている子ども達への支援等を通じて、あらゆる機会を平等に与えられる社会の実

現を目指します。

４．SDGsの認知度及び理解度の向上に関する取組み

- 本協会及び会員証券会社の役職員のSDGsに関する当事者意識を高めるとともに、国内外における

SDGsに対する認知度及び理解度の向上を目指します。

２０１８年３月２２日



13

2018年 日本証券業協会による「SDGs宣言」（英語版）

日本証券業協会 SDGs宣言

The Japan Securities Dealers Association(JSDA) resolves to work on the following initiatives. Doing this will contribute to 
achieving the Sustainable Development Goals (SDGs) set by the United Nations as a global agenda, seeking as well the 
sustainable growth of the securities industry.

１．Initiatives to end poverty/starvation and protect the global environment

-We aim to resolve social challenges through fund raising and provision functions of the securities 

market.

２．Initiatives to promote decent working conditions and women’s participation in society

-We aim to create a working environment with high job satisfaction by improving the work-life 

balance.

３．Initiatives to support education for the socially vulnerable

- We aim to realize a society that ensures equal opportunity for everyone by supporting children 

living under trying circumstances.

４．Initiatives to improve the awareness and understanding of SDGs

-We aim to improve the awareness and understanding of SDGs in Japan and overseas, while raising 

the sense of ownership over SDGs among executives and employees of the JSDA and our members.
March 22, 2018 
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証券業界におけるSDGsの推進に関する懇談会
構成：有識者および会員証券会社の代表者等／座長：日本証券業協会会長

貧困、飢餓をなくし地球環境を守る
分科会

証券業を通じ社会的課題解決に貢
献するため、インパクト・インベストメ
ント関連の金融商品の組成・販売
の促進に向けた具体的方策等につ
いて検討・対応する。

働き方改革そして女性活躍支援分
科会

証券業界における働き方改革や女
性活躍の推進を図るため、業界横
断的な方策について検討・対応する。

統一呼称「SDGs債」の提言・普及
推進

「SDGs債」の統計情報の定期的な
作成・公表

SDGsに貢献する金融商品の
ガイドブック作成

ICMAと連携した国際イベント等の
開催

業界横断的な働き方に関する事例
集の作成

代表者や管理職等、属性別に焦点
をあてたセミナーの開催

業界横断的なテレワークに関する情
報共有等

証券業界とNPO法人等を結ぶ仕組
み「こどもサポート証券ネット」の構築・
運営

内閣府等が主導する「こどもの未来
古本募金」に業界全体で参画

本協会に「株主優待SDGs基金」を
設置し、国連機関等への拠出

＜具体的な施策例＞

大学との連携

社会的弱者への教育支援に関する
分科会

経済的に厳しい状況でも子供たちが
将来に希望を持って成長できるよう、
証券業界として支援できる方策につ
いて検討・対応する。

2017年9月、本協会会長の諮問機関として同懇談会を設置

「証券業界におけるSDGsの推進に関する懇談会」
の設置
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＜参考＞

証券業界におけるSDGsの推進に関する懇談会

座長

鈴木 茂晴（日本証券業協会 会長）

会員委員

安藤 敏行（安藤証券 代表取締役社長）

石田 建昭（東海東京ﾌｨﾅﾝｼｬﾙHD 代表取締役社長

最高経営責任者）

内田 和人（ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券 取締役会長）

菊地 稔（丸三証券 代表取締役社長）

北尾 吉孝（ＳＢＩ証券 代表取締役会長）

楠 雄治（楽天証券 代表取締役社長）

小々高 利昭（しん証券さかもと 代表取締役社長）

小林 正浩（明和證券 代表取締役社長）

近藤 雄一郎（ＳＭＢＣ日興証券 代表取締役社長）

斎藤 聖美（ジェイ・ボンド東短証券 代表取締役社長）

新芝 宏之（岡三証券グループ 代表取締役社長）

杉崎 重光（ゴールドマン・サックス証券 副会長）

清明 祐子（マネックス証券 代表取締役社長）

田代 桂子（大和証券 代表取締役副社長）

巽 大介（光世証券 代表取締役社長）

鳥海 智絵（野村證券 専務）

長岡 孝（三菱UFJ証券ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 代表取締役会長)

中村 善二（ＵＢＳ証券 代表取締役社長）

橋本 幸子（ﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰMUFG証券 取締役）

林 礼子（ＢｏｆＡ証券 取締役副社長）

日比野 隆司（大和証券 取締役会長）

三宅 潔（みずほ証券 取締役会長）

森田 英子（ＢＮＰパリバ証券 取締役）

森田 敏夫（野村證券 代表取締役社長）

山口 隆弘（山和証券 代表取締役社長）

公益委員

白河 桃子（昭和女子大学 客員教授、相模女子大学 特任教授） 以 上 27 名（五十音順・敬称略）

【参考】証券業界におけるSDGsの推進に関する懇談会



© Japan Securities Dealers Association.All Rights Reserved. 16

主査

荻野 明彦（大和証券 専務取締役）

委員

安藤 健実（バークレイズ証券 投資銀行部門長）

石川 尚志（いちよし証券 取締役）

稲井田 洋右（野村證券 常務）

植木 博士（ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ証券 政府関連担当部長）

上杉 達郎（BNPﾊﾟﾘﾊﾞ証券 資本市場本部長 兼

シンジケート部長)

魚津 亨（水戸証券 代表取締役副社長）

牛島 真丞（ＳＭＢＣ日興 証券経営企画・

お客さま本位推進担当 執行役員）

小川 裕之（ＳＢＩ証券 常務取締役）

沖津 嘉昭（岩井コスモ証券 代表取締役会長）

河口 真理子（立教大学 特任教授）

朔 慶典（ＵＢＳ証券 上席執行役員）

諏訪 一（三菱UFJﾓﾙｶﾞﾝ･ｽﾀﾝﾚｰ証券 執行役員

投資銀行本部副本部長）

泊 健一（徳島合同証券 代表取締役社長）

林 礼子（ＢｏｆＡ日本証券 取締役副社長）

藤野 敦（岡三証券 常務執行役員）

萬代 克樹（マネックス証券 取締役副社長)

宮澤 伸光（東海東京証券 常務執行役員

経営企画本部長）

山崎 栄一（みずほ証券 執行役員プロダクツ本部長）

和里田 聰（松井証券 代表取締役社長）

以 上 20 名（五十音順・敬称略）

＜参考＞

貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会

【参考】貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会メンバー
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主査

清水 一滴（大和証券 デット・キャピタルマーケット部副部長）

委員

相原 和之（野村證券 デット・キャピタル・マーケット部ESG債担当部長）

伊井 幸恵（みずほ証券 コーポレート・ファイナンス部サステナブル・ファイナンス室室長）

五味 貴弘（岡三証券 金融商品部長）

櫻本 剛弘（ゴールドマン・サックス証券 投資銀行部門資本市場本部資本市場部長マネージング・ディレクター）

三瓶 匡尚（ＳＭＢＣ日興証券 グローバル・キャピタル・マーケット本部本部長補佐ＳＤＧｓファイナンス担当）

鈴木 慎太郎（東海東京証券 キャピタル・マーケッツ部部長）

酢谷 祐輔（BofA日本証券 資本市場部門債券資本市場部ディレクター）

田村 良介（三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券 投資銀行本部デット・キャピタル・マーケット部エグゼクティブ・ディレクター）

以 上 ９ 名（五十音順・敬称略）

＜参考＞

SDGsに貢献する金融商品に関するワーキング・グループ

【参考】 SDGsに貢献する金融商品に関するワーキング・グループ
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アミーナ・モハメド国連副事務総長との面談

国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組みとして

アミーナ・モハメド国連副事務総長と面談

日時：2018年２月７日（水）午前10時50分～11時20分
場所：国連副事務総長オフィス 応接室
先方：アミーナ・モハメド副事務総長、鈴木戦略企画・モニタリング部門 ディレクター、小野上級経済担当官、

ルイーザ・カースト経済社会局アソシエイト・オフィサー
当方：鈴木会長、森本副会長、川村大和総研副理事長、田代大和証券グループ本社専務執行役、

石倉執行役、成松審議役、西村SDGs推進室長（肩書等は当時）

面談概要 • 鈴木会長より日本証券サミット開催の趣旨や開催に当たっての国連の協力への謝辞を述べた後、西村

SDGs推進室長より、証券界におけるSDGs推進への取組みの進捗状況について報告を行った。

• 本協会の取組みに関するモハメド副事務総長の主な発言は以下のとおり。

① 「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」

グリーンボンドの発行促進は、気候変動対策の重要なツールである。現在、各国の民間セクターにおいてグ

リーンボンドが発行されているが、個々のプロジェクトに対するファイナンスの規模が小さいと感じている。

UNDPが各国政府のサポートの連携を図っているが、各国政府と民間が連携して、より規模の大きなファイ

ナンスが可能となることを期待している。ソーシャルボンドについては、世銀が2017年３月に起債したSDGs

ボンドが非常に良い事例であろう。

② 「働き方改革そして女性活躍支援分科会」

非常に重要なテーマであり、企業の投資や政策の在り方を変えることにより、女性に限らず将来を担う次世

代にインセンティブを与えて欲しい。
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アミーナ・モハメド国連副事務総長との面談

国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組みとして

アミーナ・モハメド国連副事務総長と面談

アミーナ・モハメド国連副事務総長との面談（続き）

面談概要 ③ 「社会的弱者への教育支援に関する分科会」

子供の貧困問題は①のテーマとも関連するものであり、アフリカや東南アジアでは、子供の栄養不足が最も

問題となっており、それらの国々ではまずは栄養プログラムを実施している。ただ、貧困からの脱却には教育

も非常に重要であり、教育をサポートする取組みを評価する。

④ 今後もファイナンスに関しては、政府や民間が連携して取り組むべき余地は沢山ある。ファイナンスの規模が

大きくなり投資が促進されることで、民間企業のSDGsの取組みがより一層進むだろう。

（出所：国際連合ウェブサイト）



© Japan Securities Dealers Association.All Rights Reserved. 20

社会的課題解決に向けた証券会社の取組み

２

ＥＳＧ・ＳＲＩなどをテーマにした投資信託
ＥＳＧ関連指標に連動するＥＴＦ

グリーンボンド・ウォーターボンドなど

■運用機関

■国際協力機関
・世界銀行
・アジア開発銀行
・国際協力機構 など

■途上国
■地球環境事業

■民間金融機関
・外国銀行
・メガバンク など

法人

個人
■年金・財団
・（日本）ＧＰＩＦ など

■投資対象企業

証
券
会
社

■資産運用会社

証券会社

引受け等

販売
（※）

投資

投資

融資・投資等

販売契約等

発行体への情報提供
■地球環境事業会社
■自治体（国内）

ＩＣＭＡグリーンボンド原則、環境省グリーンボ
ンドガイドラインなど

国連責任投資原則（ＰＲＩ）
スチュワードシップコード（金融庁）
価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス（経産省） など

証券会社として貢献できる可能性がある範囲

情報開示

情報開示

（※） 委託売買、募集・売出しの取扱いを含む。

ＩＲサポート

情報開示

社会的課題解決に向けた証券会社の取組み
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SDGs債検討にあたって

伝統的 レスポンシブル サステナブル テーマ インパクト フィランソロピー

Focus

高い財務リターン
ESGリスクの低減

ESG機会の追求
高インパクトのソリューション

ESG要因の考慮は
限定的または無し

資産保全のために
ＥＳＧリスクを軽減
する

資産価値を高めるためＥＳＧ要素
を積極的に採用する

環境・社会的課題への取組
みで、市場平均以上の財務
リターンを生み出す

環境・社会的課題への取
組みで、財務リターンと一定
のトレードオフが生じる

財務リターンを生まな
い社会的課題に取
組む

株式

債券

投資信託

その他

（Eurosif公表資料の分類（Spectrum of Capital：Focus部分）をもとに日証協にて作成）

・インテグレーショ
ン(ESGリスク)
・ネガティブスクリ
ーニング/排除

・インテグレーション(付加価値)
・ポジティブスクリーニング／

ベスト・イン・クラス
・議決権行使/エンゲ―ジメント

ESG債≒SRI債≒社会貢献債≒テーマ債 （への投資）
（グリーンボンド、ソーシャルボンド、サステナビリティボンド）

ESGファンド≒SRIファンド≒社会貢献ファンド≒テーマ型ファンド（への投資）

クラウドファンディング

ソーシャルインパクトボンド

・ポジティブスクリ
ーニング／ベスト・
イン・クラス

・ネガティブスクリ
ーニング/排除

【検討対象】
証券業界において対応可能、特に引受・販売業務に関連して主体的に取り組む余地が

大きいものとして、有価証券（特に債券）を中心に検討を進めることとした。

SDGs債
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「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」
第一次報告書

2019年３月、懇談会下部同分科会第一次報告書を取りまとめた。概要は以下の通り



具体的には、次のような債券を含む

 SDGsに貢献する環境・社会へのポジティブなインパクトを有し、
一般的にスタンダードとして認められている原則に沿った債券
（例えば、国際資本市場協会（ICMA）※によるグリーンボンド原則、ソーシャルボンド原則、サステナビリティボンド・ガイドラインなどの原則を指す）
（サステナビリティボンドとは、調達資金が環境（グリーン）及び社会（ソーシャル）双方に資するプロジェクトに充当される債券）

事業全体がSDGsに貢献すると考えられる機関が発行し、
インパクト（改善効果）に関する情報開示が適切になされている債券
（例えば、アジア開発銀行、国際復興開発銀行、欧州復興開発銀行、米州開発銀行、国際金融公社などの機関を指す）

SDGs債とは、「調達資金がSDGsに貢献する事業に充当される債券」

グリーンボンド ソーシャルボンド サステナビリティボンド

ＳＤＧｓ債

など

23

※ICMA（International Capital Market Association）とは、スイスに本部を置く国際団体。世界60カ国の発行体、発行市場・流通
市場取引仲介業者、アセット・マネージャー、投資家、資本市場インフラ運営者等500以上の会員を有する。ICMAの任務は、国際債券
市場のレジリエンスと良好な機能を促進すること。

※日証協は、ICMAによるソーシャルボンド原則等の策定や改訂、ソーシャルボンド原則日本語版の作成にあたり、連携している。

統一呼称「SDGs債」の提言

証券業界は、ＳＤＧｓに貢献する金融商品の統一呼称「SDGs債」を提言
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グリーンボンドプロジェクトカテゴリー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

１．再生可能エネルギー ● ● ● ● ● ●
２．エネルギー効率 ● ● ●
３．汚染防止及び抑制 ● ● ●
４．生物自然資源及び土地利用に係る環境

持続型管理 ● ● ● ● ●
５．陸上及び水生生物の多様性の保全 ● ● ●
６．クリーン輸送 ●
７．持続可能な水資源及び廃水管理 ● ● ●
８．気候変動への適応 ● ● ●
９．高環境効率商品、環境適応商品、環境に

配慮した生産技術及びプロセス ● ● ●
10．地域、国または国際的に認知された標準

や認証を受けたグリーンビルディング ●

ソーシャルボンドプロジェクトカテゴリー

１．手ごろな価格の基本的インフラ設備 ● ●
２．必要不可欠なサービスへのアクセス ● ● ● ● ● ● ●

３．手ごろな価格の住宅 ● ● ● ● ● ●

４． 中小企業向け資金供給及び雇用創出 ● ●
５．食糧の安全保障と持続可能な食糧システム ● ●
６．社会経済的向上とエンパワーメント ● ● ● ● ● ● ● ● ●

統一呼称の対象であるグリーンボンド、ソーシャルボンドの資金使途となる

プロジェクトカテゴリーではほぼ全てのＳＤＧｓを包含

統一呼称「SDGs債」の提言
グリーン／ソーシャルプロジェクトとSDGsの整合性
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「SDGsに貢献する金融商品に関するガイドブック」
の作成

2019年４月、SDGs債等の普及に向けてSDGs及びSDGs債等を説明したガイドブックを作成

１．証券会社の役職員におけるＳＤＧｓに貢献する金融商品（投資）の認知度・理解度の向上

２．顧客（投資家、企業等）への普及を通じたＳＤＧｓに貢献する金融商品市場の拡大

３．一般社会への浸透により、投資未経験のＳＤＧｓ関心層の投資行動を促進する

目

的

 ＳＤＧｓとは

 ＳＤＧｓと証券業界：SDGsと「投資」の関係、証券業界の機能

 ＳＤＧｓに貢献する金融商品の概要（歴史等）

 「ＳＤＧｓ債」について

－プロジェクト例

－ケース紹介

－発行の推移

内

容
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国内公募SDGs債の発行状況に関する統計
の作成・公表

2019年11月より、国内で公募されたSDGs債（グリーン、ソーシャル、サステナビリティボンド）の

発行状況について四半期ごとに統計を作成・公表を開始

【背景】
 グリーン、ソーシャルボンドに代表されるＳＤＧｓ債の発行数増加
 我が国におけるＳＤＧｓ債の市場規模の推移を注視する必要性
 中立的機関（日証協等）による統計情報公表のニーズの高まり
 日証協「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」においても、グリーン、ソーシャルボ

ンド等の統計情報の重要性が指摘された
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SDGsと資本市場に関するシンポジウムの開催

2019年７月、主に資本市場関係者を対象として、ＳＤＧｓ推進に向けた資本市場の役割や
サステナブルファイナンスの動向等の理解促進を目的としたシンポジウムを開催

１） 開催期日 ２０１９年（令和元年）７月９日（火） 午後１時２０分～４時４５分

２） 会場 日経カンファレンスルーム（東京都千代田区大手町１－３－７ 日経ビル６階）

３） テーマ 資本市場におけるＳＤＧｓ推進への取組みと課題

４） 参加者 約180名（うち、証券会社役職員95名）

５） プログラム ６） 当日の模様

13:20～13：25 主催者挨拶（日本証券業協会 会長 鈴木茂晴）
13:25～14：25
基調講演１ 「ＳＤＧｓと企業の役割」 蟹江憲史 慶應義塾大学大学院教授
基調講演２ 「ＳＤＧｓ推進に向けた資本市場の役割」 水口剛 高崎経済大学経済学部教授
14：25～14：35
日本証券業協会「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」報告書概要について

分科会主査 荻野明彦 大和証券専務取締役
14：35～15：10
証券会社におけるＳＤＧｓ推進に向けた取組み状況の報告

水戸証券（魚津亨 代表取締役副社長）
大和証券（荻野明彦 専務取締役）
メリルリンチ日本証券（林礼子 取締役副社長）

15：30～16：40
パネルディスカッション「資本市場におけるＳＤＧｓ推進に向けた課題と展望」

河口真理子 大和総研研究主幹
相原 和之 野村證券 デット・キャピタル・マーケット部ＥＳＧ債担当部長
飯塚 優子 住友林業 サステナビリティ推進室長
池田 賢志 金融庁 総合政策局総務課国際室長兼ﾁｰﾌ･ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾌｧｲﾅﾝｽ･ｵﾌｨｻｰ
小野塚惠美 ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 運用本部ｽﾁｭﾜｰﾄﾞｼｯﾌﾟ責任推進室長
寺沢 徹 アセットマネジメントＯｎｅ 運用本部責任投資部長

16：40～16：45 主催者挨拶（日本証券経済研究所 理事長 増井喜一郎）
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３．グリーンボンドにフォーカスした取組み
（ICMAとの連携／環境省への協力）
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ICMA共催コンファレンス
これまでの開催

国際資本市場協会（ICMA）※との共催により

毎年グリーンボンドやソーシャルボンドに関するコンファレンスを開催

“グリーンボンド及び社会貢献債市場の発展-アジアの展望”

日 時：2017年11月2日（木）

場 所：虎ノ門ヒルズ森タワー5Fホール

参加者：アジアの発行会社、銀行、証券会社、（機関）投資家、その他の関係機関、

報道機関等 約400名

【2018年】
“グリーンボンド及びソーシャルボンド市場の発展-アジアの展望”

日 時：2018年12月11日（火）

場 所：ホテル ニューオータニ 鶴の間

参加者：日本を中心とするアジアの発行体、銀行、証券会社、（機関）投資家、

在日大使館職員、その他の関係機関、報道機関等 約550名（昨年比約40%増）

【2019年】

【2017年】

“日本とアジアのグリーン、ソーシャル及びサステナビリティボンド市場の発展”

日 時：2019年10月９日（水）

場 所：ホテル ニューオータニ 鶴の間

参加者：日本を中心とするアジアの発行体、銀行、証券会社、（機関）投資家、

在日大使館職員、その他の関係機関、報道機関等 約700名（前年比約30%増）

※ICMAは欧州を中心に世界約60カ国500の金融機関が加盟する国際団体。本拠地はチューリヒ及びロンドン。スイス及び英国当局から自主規制機関と
認められている。本協会との間で2008年1月、相互協力に関する覚書（MoU）を締結し、2008年、2013年、2015年及び2017年に日本証券サミットを共催



30

ICMA共催コンファレンス
グリーンボンドコンファレンス

日本証券業協会では、グリーン、ソーシャル、サステナビリティボンドの市場等の

動向について、市場関係者の理会を深め、日本市場の課題等を探る機会として、

2017～2019年（計３回）、グリーンボンドコンファレンスを開催

環境省より大臣等のゲスト登壇

2017

2018

2019

奥山 祐矢 環境経済課長

城内 実 副大臣
小泉 進次郎 環境大臣
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（参考）ICMA共催コンファレンス
参加者内訳

2017年 2018年 2019年 2020年

セルサイド 124 207 192 174

バイサイド 55 66 92 88

発行体（事業会社、地方公共団体、
金融機関等）

58 83 155 181

業界団体 45 23 29 13

中央行政 12 15 16 52

シンクタンク 10 18 20 13

格付機関・外部レビュアー 14 20 20 18

情報ベンダー 7 4 14 7

メディア 11 16 33 22

駐日外国公館 0 16 9 18

その他 74 83 110 140

合計

410※1 551※1
(日本人483)
(外国人68)

690※1
(日本人617)
(外国人73)

726※2
(日本人420)
(外国人316)

（※1 実会場参加者ベース）
（※2  実会場・オンライン登録者ベース（実会場参加者・オンラインアクセス数合計は約500名））

 人数

コンファレンス カテゴリー別 参加者内訳
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日程 2019年10月９日（水）9時30分～17時15分

タイトル 「日本とアジアのグリーン、ソーシャル及びサステナビリティボンド市場の発展」

趣旨 グリーン、ソーシャル、サステナビリティボンド市場等の動向について日本市場関係者の理解を深
め、日本市場の課題等を探る機会とする

会場 ホテルニューオータニ 鶴の間

主催 国際資本市場協会（ICMA：International Capital Market Association）※

日本証券業協会

参加者 日本を中心とするアジアの発行体、銀行、証券会社、（機関）投資家、在日大使館職員、
その他の関係機関、報道機関等 約700名（2018年比約30%増）

展示エリア（ブレーク会場）会 場 小泉大臣、鈴木会長、シェックCE

※ICMAは欧州を中心に世界約60カ国500の金融機関が加盟する国際団体。本拠地はチューリヒ及びロンドン。スイス及び英国当局から自主規制機関と認
められている。本協会との間で2008年1月、相互協力に関する覚書（MoU）を締結し、2008年、2013年、2015年及び2017年に日本証券サミットを共催

（参考）2019年グリーンボンドコンファレンス概要

ICMA共催コンファレンス
2019年グリーンボンドコンファレンス
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ICMA共催コンファレンス
2019年プログラム

08:45 受付、ウェルカム・コーヒー・サービス

09:30 歓迎・開会の挨拶－日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

09:35 来賓挨拶 －環境大臣 小泉 進次郎 氏

09:45 パネル 1: 規制イノベーション―EUとアジアの比較

EUでは、サステナブルファイナンスの意欲的なアクションプランが実施されている。一方、中国は規制されたサステナブルファイナンス市

場を持っている。日本とその他のアジアの国々では、グリーンボンド原則やソーシャルボンド原則に代表される、国際的なベストプラクティ

スを主に採用し、適合している。これらの異なるアプローチは矛盾しているのか、基本的には全て合致しているのか。

モデレーター：国際資本市場協会（ICMA）マネージング・ディレクター GBP/SBP事務局、EU TEGメンバー ニコラス・ファフ

パネリスト ：野村證券 ESG債担当部長 相原 和之 氏

欧州委員会 銀行規制監督ユニット ヘッド ナタリー・ベルガー 氏

金融庁 チーフ・サステナブルファイナンス・オフィサー 池田 賢志 氏

三菱UFJモルガン・スタンレー証券 デット・キャピタル・マーケット部長 マネージング・ディレクター 池崎 陽大 氏

香港金融発展局 主管（政策研究） 董一岳 氏

10:35 コーヒー＆ネットワーキング ブレイク

11:05 基調講演 ーBPCEグループ グループCOO兼ファイナンシャルオペレーション ヘッド オリヴィエ・イリソン 氏

11:15    パネル 2: 資本市場におけるSDGsの役割

膨大な額の資金が持続的な発展（地球を守りながら繁栄を促進する）には必要である。大規模アセットオーナーはますますインパ

クトを伴う投資機会を求め、今やSDGsがその方向性の確認点となっている。SDGsの推進や資金調達におけるグリーン、ソーシャル、サ

ステナビリティボンドの役割とは何か。

モデレーター：HSBCデット・キャピタルマーケット グローバル共同ヘッド ICMA理事会副議長

ジャンマルク・マーシエイ 氏

パネリスト ： SMBC日興証券SDGsファイナンス室長 チヴァース 陽子 氏

日本政策投資銀行 財務部長 松井 泰宏 氏

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 理事 西川 浩 氏

PIMCOエグゼクティブ・ヴァイスプレジデント ケティッシュ・ポタリンガム 氏

国際金融公社 シニア・ファイナンシャル・オフィサー 安井 真紀 氏

2019年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2019年プログラム

12:00  昼食

13:00 基調講演－年金積立金管理運用独立行政法人 理事（管理運用業務担当）兼CIO 水野 弘道 氏

13:10 基調講演－住友林業 取締役常務執行役員 川田 辰巳 氏

13:20 パネル 3: 企業、金融機関のリーダーによる視点

ーアジアの企業はグリーン、ソーシャル、サステナビリティボンドを主要な調達手段とする準備は出来ているか

グリーン、ソーシャル、サステナビリティボンドは、アジアにおいて飛躍的に成長しているが、障壁はまだ残っている。潜在的な発行体が市

場参入する上での阻害は何か、これをどのように緩和できるか。

モデレーター：メリルリンチ日本証券 取締役副社長、日本証券業協会SDGs懇談会委員、

国際資本市場協会（ICMA） 理事会理事 林 礼子 氏

パネリスト ：クレディ・アグリコルCIB サステナブルバンキング アジア環太平洋ヘッド ドミニーク・デュバール 氏

ANAホールディングス グループ経理・財務室 財務企画・IR部 財務チーム リーダー三宅 一史 氏

大和証券 デット・キャピタルマーケット部 オリジネーション課 副部長 清水 一滴 氏

日本生命 取締役常務執行役員 戸田 和秀 氏

14:15 リーダーシップ・ダイアローグ

ー持続可能性の実現 グリーン、ソーシャル、サステナビリティボンド市場の真の貢献は何か。

国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

欧州投資銀行 ファイナンス局長 ベルトラン・ドゥ・マジエール 氏

14:45 パネル ４: インパクトとESG－パフォーマンスと市場関連性の計測

高まる投資家への報告要件（TCFD）や投資家のインパクトへの要求は、投資家の求める情報をどのように変えることになるか。発行

体はそれを果たすことができるか。

モデレーター：JPモルガン グリーンボンド統括責任者 GBP/SBP副議長 マリリン・セシ 氏

パネリスト ：アムンディ 債券運用部長 有江 慎一郎 氏

世界銀行 財務局 駐日代表 有馬 良行 氏

みずほ証券 コーポレート・ファイナンス部 サステナブル・ファイナンス室室長 伊井 幸恵 氏

環境省 大臣官房環境経済課 課長補佐 菅生 直美 氏

15:30 基調講演－金融庁 長官 遠藤 俊英 氏

15:40 コーヒーブレイク

16:00 基調講演－三菱UFJフィナンシャル・グループ CFO 徳成 旨亮 氏

2019年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2019年プログラム

16:10 パネル ５:新たなサステナビリティのタクソノミーと分類

提案中のEUタクソノミーは、長期的に市場にポジティブなインパクトを与えることが期待できるか、グリーンとグリーンウォッシングの懸念は

残るか。市場はどのように独自の分類を開発していくか、これらはどのように比較されるか。アジアでも類似のアプローチが続く見込みか。

モデレーター：国連責任投資原則（UNPRI）チーフ・レスポンシブルインベストメント・オフィサー

EUTEGタクソノミーサブグループ ネーサン・ファビアン 氏

パネリスト ：格付投資情報センター 格付企画調査室長兼ESG推進部長 石渡 明 氏

気候債券イニシアティブ（CBI） CEO 兼共同創業者 ショーン・キドニー氏

野村證券 インデックス業務室インデックス監理グループ ヴァイス・プレジデント 宮野 俊英 氏

サステナリティクス サステナブル・ファイナンス・ソリューションズ マネージャートリッシャ・タネージャー 氏

第一生命 エグゼクティブ・サステナブルファイナンス・スペシャリスト 銭谷 美幸 氏

17:10 閉会挨拶－国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

17:15 閉会

2019年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2018年プログラム

08:45 受付、ウェルカム・コーヒー・サービス

09:30 歓迎・開会の挨拶

• 日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

09:35 歓迎基調講演：グローバルスタンダードの収れんとアジアの基軸

• 国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

09:40 来賓挨拶

• 環境省 環境副大臣 城内 実 氏

09:45 パネル1：グリーンボンド原則（GBP）/ソーシャルボンド原則（SPB）－発展を促す基準とそのメインストリーム化

プレゼンテーション・モデレーター：

• 国際資本市場協会（ICMA） ディレクター ピーター・ムンロ

パネリスト：

• アムンディ・アセットマネジメント 債券運用部門ヘッド エグゼクティブ・コミッティー委員
エリック・ブラール 氏

• JPモルガン マネージング・ディレクター マリリン・セシ 氏

• HSBC マネージング・ディレクター アジア太平洋地域ローンマーケット協会（APLMA）
グリーンローンコミッティー ジョナサン・ドリュー 氏

• BNPパリバ サステナブル・キャピタル・マーケット ヘッド ステファニー・スファキアノス 氏

• 中倫法律事務所 パートナー ウェイ・コン 氏

2018年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2018年プログラム

10:35 コーヒー＆ネットワーキング ブレイク

11:10 パネル2：日本市場－成長のための仕組み：機会と挑戦

プレゼンテーション・モデレーター：

• 世界銀行 財務局 駐日代表 有馬 良行 氏

パネリスト：

• みずほ証券 プロダクツ本部 シニアプライマリーアナリスト 香月 康伸 氏

• 日本学生支援機構 財務部 次長 小林 敏幸 氏

• 商船三井 財務部財務企画チーム チームリーダー 北代 充司 氏

• 三菱UFJ銀行 ソリューションプロダクツ部 プロジェクト環境室室長 山﨑 周 氏

12:00 基調講演

• 経済協力開発機構（OECD） 事務次長 河野 正道 氏

12:10 昼食

13:20 基調講演

• 国際金融公社（IFC） 金融機関グループ CIO ジャンマリー・マッセ 氏

2018年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2018年プログラム

13:30 パネル3：グリーンボンド・ソーシャルボンドの価値の特定

プレゼンテーション・モデレーター：

• ドイツ復興金融公庫（KfW） シニア・ヴァイス・プレジデント/財務担当 フランク・チコウスキー 氏

パネリスト：

• ING アジア サステナブル・ファイナンス・ヘッド ヘリー・チョー 氏

• アーンスト・アンド・ヤング （EY） アジア太平洋圏 金融サービス アシュアランス・パートナー
ジェフリー・チョイ 氏

• 欧州投資銀行 IR部門ヘッド アイリーン・サンチェス 氏

• 格付投資情報センター 格付企画調査室長兼ESG推進部長 石渡 明 氏

• 野村アセットマネジメント 運用部債券グループ シニア・ポートフォリオマネージャー
ジェイソン・モーティマー 氏

14:20 基調講演

• 三井住友フィナンシャルグループ 取締役 執行役副社長（代表執行役） グループCFO兼グループCSO 太田 純 氏

14:30 パネル4：SDGsに貢献するグリーンボンド/ソーシャルボンド及びローン

プレゼンテーション・モデレーター：

• 国際資本市場協会（ICMA） アジア事務所代表 ムスターク・カパシ

パネリスト：

• 国際金融公社（IFC） アシスタント・トレジャラー コウロ・カネ・ジャヌス 氏

• クレディ・アグリコル・コーポレート・アンド・インベストメント・バンク MTNs& プライベート・プレースメント グローバル ヘッド兼クレディ・アジア
ヘッド マネージング・ディレクター ベンジャミン・ランバーグ 氏

• Vigeo Eiris 中華圏＆東南アジア市場 ヘッド ジュリエッティ・マクレシー 氏

• SMBC日興証券 資本市場本部本部長補佐兼SDGsファイナンス室長 三瓶 匡尚 氏

• 大和証券 グローバル・インベストメント・バンキング副担当 執行役員 代田 英展 氏

2018年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2018年プログラム

15:20 コーヒーブレイク

15:50 基調講演

• 日本取引所グループ 取締役兼代表執行役グループCEO 清田 瞭 氏

16:00 パネル5：リーダーシップ・ディベート

モデレーター：

• メリルリンチ日本証券 副会長 日本証券業協会 SDGs懇談会 委員 林 礼子 氏

パネリスト：

• ドイツ復興金融公庫（KfW） シニア・ヴァイス・プレジデント/財務担当 フランク・チコウスキー 氏

• 金融庁 総合政策局長 佐々木 清隆 氏

• 第一生命 取締役常務執行役員 菊田 徹也 氏

• 野村證券 執行役員 インベストメント・バンキング担当 後藤 匡洋 氏

• 香港金融管理局 （外部）エグゼクティブ・ディレクター ヴィンセント・リー 氏

17:00 閉会挨拶

• 国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

2018年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2017年プログラム

08:45 受付、ウェルカム・コーヒー・サービス

09:30 歓迎・開会の挨拶

日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

09:35 歓迎基調講演：アジア－GBP（グリーンボンド原則）にとっての戦略的地域

国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

09:40 パネル・ディスカッション：GBP－最近の発展と2017年～2018年の展望

モデレーター： 国際資本市場協会（ICMA） 市場慣行及び規制政策担当ディレクター

ピーター・ムンロ

パネリスト：

メリルリンチ日本証券 取締役 副会長 林 礼子 氏

みずほ証券 プロダクツ本部 シニアプライマリーアナリスト 香月 康伸 氏

BNPパリバ サステナブル・キャピタル・マーケット ヘッド

ステファニー・スファキアノス 氏

三菱東京UFJ銀行 ストラクチャードファイナンス部 プロジェクト環境室 室長

山﨑 周 氏

Mirova シニア・ポートフォリオ・マネージャー クリス・ウィグレイ 氏

2017年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2017年プログラム

10:50 基調講演

東京都知事 小池 百合子 氏

11:15 コーヒー＆ネットワーキング ブレイク

11:45 基調講演

環境省 大臣官房 環境経済化 課長 奥山 祐矢 氏

12:00 パネル・ディスカッション：日本市場－実績と展望

モデレーター： 世界銀行 財務局 駐日代表 有馬 良行 氏

パネリスト：

日本政策投資銀行 財務部長 加藤 裕幸 氏

日本生命保険 取締役 執行役員 大関 洋 氏

モルガン・スタンレーMUFG証券 資本市場統括本部 債券資本市場部長

マネージング ディレクター 荻原 正典 氏

大和証券 デッド・キャピタルマーケット部 海外オリジネーション課 兼

オリジネーション課 次長 徳田 健 氏

13:00 昼食

2017年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2017年プログラム

14:00 基調講演：中国のグリーンボンド市場 上海グリーンファイナンス委員会 事務局長 コン・ウェイ 氏

14:10 パネル・ディスカッション：グリーンボンド市場の将来のダイナミズム

モデレーター： 気候債券イニシアティブ CEO兼共同創業者 ショーン・キドニー 氏

パネリスト：

クレディ・アグリコル・CIB クライメイト＆グリーンボンド・リサーチ ヘッド エルワン・クリヘレット 氏

大和総研 調査本部 主席研究員 / JSIF 代表理事 河口 真理子 氏

国際金融公社（IFC） フィナンシャル・インスティテューション・グループ

チーフ・インベストメント・オフィサー ジャンマリー・マッセ 氏

欧州投資銀行（EIB） ユーロ・ファンディング 副ヘッド アルド・ロマーニ 氏

中国グリーンファイナンス委員会 副事務局長 ワン・ヤオ 氏

15:00 基調講演：低炭素経済への移行へ向けたグリーンファイナンス・投資の拡大

経済協力開発機構（OECD） 事務次長 河野 正道 氏

15:15 基調講演：アジア新興国における市場の創設

アジア開発銀行 持続的開発・気候変動局 局次長 兼 CCO ネシム・ジェイ・アフマド 氏

15:30 パネル・ディスカッション：社会貢献債及びサステナビリティ債市場の潮流

モデレーター： 国際金融公社（IFC） インベスター・リレーションズ・ヘッド

エッセー・デニス・オダロ 氏

パネリスト：

ノルデア サステナブル・ファイナンス ヘッド サーシャ・べスリック 氏

国際金融ファシリティ（IFFIm） 理事長 ルネ・カーセンティ 氏

PRI 事務局 ジャパンヘッド グローバルネットワーク＆アウトリーチ 森澤 充世 氏

国際協力機構（JICA） 財務部 市場資金課 課長 田中 賢子 氏

野村證券 デット・キャピタル・マーケット部 ESG債担当部長 シニアオフィサー 相原 和之 氏

2017年プログラム
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ICMA共催コンファレンス
2017年プログラム

16:20 パネル・ディスカッション：外部評価－アジアにおける現行実務及び市場の見通し

モデレーター： 国際資本市場協会（ICMA） アジア事務所代表 ムスターク・カパシ

パネリスト：

日本総合研究所 理事 創発戦略センター/ESGリサーチセンター 足達 英一郎 氏

ムーディーズ アジア大洋州コーポレート・パブリック・プロジェクト＆インフラストラク

チャー・ファイナンス マネージング・ディレクター ブライアン・ケーヒル 氏

サステイナリティクス 機関投資家関係担当取締役 ジェームズ・ホリラック 氏

新日本有限監査法人 気候変動・サステイナビリティサービス

ヘザー・マクリシュ 氏

気候債券イニシアティブ CEO兼共同創業者 ショーン・キドニー 氏

17:10 閉会基調講演

マレーシア証券委員会 コーポレートファイナンス＆インベストメンツ マネージング・

ディレクター / ASEAN資本市場フォーラム グリーンファイナンス・ワーキング

グループ 共同議長 ユージーン・ウォン 氏

17:25 閉会挨拶

国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

17:30 ネットワーキング・レセプション

2017年プログラム
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環境省 ESG 金融懇談会への連携協力

環境省 ESG 金融懇談会 委員として鈴木会長が就任

第１回、第７回開催時に参考資料（証券業界のSDGs推進の取組み）提供

環境省 ＥＳＧ金融懇談会
趣旨

年金資産や預金といった国民の資金を、環境課題と経
済・社会的課題の同時解決に向けた取組へと導くため、
金融市場の主要なプレーヤーが一堂に会し、それぞれが
果たすべき役割について認識を深めるとともに、 金融市場
の主要なプレーヤーや有識者等からの意見を聴取しつつ、
それぞれが果たすべき役割について自由闊達に議論する
場として設置

検討事項
(１)環境課題と経済・社会的課題の同時解決に向け

た、
環境金融の意義や課題

(２)国及び金融市場関係者等の取り組むべき方向性

ＥＳＧ金融懇談会 開催状況
第１回 2018年１月10日 資料提供
第２回 2018年２月９日
第３回 2018年３月23日
第４回 2018年４月20日
第５回 2018年５月30日
第６回 2018年６月15日
第７回 2018年６月29日 資料提供

第１回開催時資料提供

第７回開催時資料提供
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（参考） 日証協 地球環境分科会による
ESG 金融懇談会への意見提出

日証協 SDGs懇談会 地球環境分科会による意見提出

「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」第一次報告書

「証券業界におけるSDGsの推進に関する懇談会」「貧困、飢餓をなくし地球環境を守る分科会」
では、委員からのSDGsに貢献する投資の促進に向けた投資家行動に関する意見や

証券会社として果たすべき役割等を取りまとめ、
環境省に設置された「ESG金融懇談会」へ参考資料として提出した。

同懇談会では、2018年７月、「ESG 金融懇談会 提言 ～ ESG 金融大国を目指して ～」
を公表している ※。

① ESG 要素（特に“Ｅ”）を考慮した金融商品の拡大
～（略）～
機関投資家は、21 世紀の受託者責任の考え方の浸透とともに、利回り等の条件が同一又は

類似であればESG 関連銘柄へ投資するなど、ESG 投資に関する方針を明確化することが望ま
れる。

環境や社会問題を意識した投資を志向しているといわれるミレニアル世代を個人長期投資家と
して育てるべきとの指摘もある。個人投資家に対してもESG/SDGs を意識した質の高い金融商
品や投資教育の機会が提供されることが期待される。

（「『ESG 金融懇談会 提言 ～ ESG 金融大国を目指して ～』＜具体的提言＞３．直接金融市場における
ESG 投資の加速化（２）環境・社会の持続可能性にインパクトを与えるために」より抜粋）

※「ESG 金融懇談会 提言 ～ ESG 金融大国を目指して ～」（2018年７月27日）
http://www.env.go.jp/policy/01ESG.pdf
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環境省 ESG金融ハイレベル・パネルへの連携協力

環境省 ESG金融ハイレベル・パネル 委員として鈴木会長が就任

第１回、第２回開催時に参考資料（証券業界のSDGs推進の取組み）提供

環境省 ESG金融ハイレベル・パネル
趣旨

ESG 金融には長期の視点が欠かせないことから、ESG
金融に係る全てのステークホルダーがしっかりと意識を持ち
取り組むことが重要である。ESG 金融大国の実現に向け
て、提言を踏まえ、金融・投資分野の各業界トップと国が
連携し、ESG 金融に関する意識と取組を高めていくため
の議論を行い、行動する場として設置

運営
(１) 各業界及び国における、提言に基づく取組や新たな

取組の状況のフォローアップ
(２)活動内容について、国内外に広く発信

ESG金融ハイレベル・パネル開催状況
第１回 2019年２月28日 資料提供
第２回 2020年３月10日 資料提供
第３回 2020年10月８日

第１回開催時資料提供

第２回開催時資料提供
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４．ソーシャルボンドにフォーカスした取組み
（ICMAとの連携／東京大学とのコラボ）
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国際資本市場協会（ICMA）
ソーシャルボンド原則2020日本語版の作成

2020年11月、ICMA（国際資本市場協会）ソーシャルボンド原則2020日本語版を作成

ICMAウェブページに掲載（本協会ウェブページにリンクを掲載）

「ソーシャルボンド原則 2020」
日本語訳

https://www.icmagroup.org/assets/documents/Regulatory/Green-

Bonds/Translations/2020/JapaneseSBP-2020-06-021120.pdf

～ ICMAウェブページ画面より抜粋 ～



49

2020年６月ICMA発行 「ソーシャル／サステナビリティボンドケーススタディ」

日本語翻訳資料を作成し、12月、貴庁ソーシャルボンド実務者検討会担当者に情報共有

国際資本市場協会（ICMA）
ソーシャルボンド国内外発行事例集情報共有

各ソーシャルボンドの資金使途がそれぞれSDGsのゴールにマッピングされており、
SDGs貢献分野が容易に判別可能。
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2020年は、ソーシャルボンドに焦点を当てたコンファレンスを開催

日程 2020年11月13日（金）16時00分～18時00分（日本時間）

タイトル コロナ禍において重要性を増す持続可能性に貢献する債券市場の発展－世界及び日本の展望

「Developments in Bond Markets Contributing to Sustainability under 

COVID-19 – Globally and in Japan」

会場 太陽生命日本橋ビル 26階 及び ZOOMによるウェビナー

共催 国際資本市場協会（ICMA）（※）

参加者 発行体、銀行、証券会社、（機関）投資家、その他の関係機関等 約５００名

実会場参加者：約７０名

オンライン参加者：約４３０名（アクセス数ベース）

本協会では、グリーンボンド市場等の動向について日本市場関係者の理解を深め、日本市場の課題等を探る機会として、国

際資本市場協会（ICMA）との共催で、グリーン／ソーシャルボンド・コンファレンスを開催した。

４回目のとなる本年度は、コロナウイルス感染症の世界的な拡大を踏まえ、ソーシャルボンドに焦点を当てたコンファレンスを

実会場での開催に加え、オンラインでも参加可能とするハイブリッド方式により開催した。

※ICMAは欧州を中心に世界約60カ国500の金融機関が加盟する国際団体。本拠地はチューリヒ及びロンドン。スイス及び英国当局から自主規制機関と認められている。

本協会との間で2008年1月、相互協力に関する覚書（MoU）を締結し、これまでに５回、日本証券サミット（いずれもロンドンで開催）を共催した

会 場

宮園理事長、
鈴木会長、森本副会長

国際資本市場協会（ICMA）共催コンファレンス
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（参考）2020年グリーン／ソーシャルボンド・コンファレンス プログラム

16:00
歓迎・開会の挨拶

日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

16:05

ゲストスピーチ１
年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ） 理事長 宮園 雅敬 氏

ゲストスピーチ２
ドイツ連邦銀行 理事会メンバー サビーネ マウデラー 氏

16:25

パネル 1: COVID-19への対応、持続可能な回復、SDGsに貢献する債券市場の状況及び見通し
Market Overview of  Bonds Contributing to Responses to COVID-19, Sustainable Recovery, and the SDGs

モデレーター：BofA証券取締役副社長 日本証券業協会 SDGs懇談会委員 林 礼子 氏

パネリスト ：欧州安定メカニズム CFO カリーン アーネブ ヤンセ 氏

国際金融公社 VP 財務担当 ジョン ガンドルフォ 氏

日本政策投資銀行 財務部長 品田 直樹 氏

アムンディ・アセットマネジメント フィクストインカム SRI プロセス ヘッド アルバン デ ファイ 氏

17:10    

パネル 2:持続可能性に貢献する債券を促進するためのラベリング、保証、インパクト評価
In Practice: Labelling, Assurance, and Impact Assessment to Promote Bonds Contributing to 
Sustainability

モデレーター：世界銀行 財務局 駐日代表 有馬 良行 氏
パネリスト ：ICMA マネージング・ディレクター EU TEG GBP/SBP/SLBP事務局 ニコラス ファフ 氏

金融庁 総合政策局CSO 池田 賢志 氏
Moody’s SVP 戦 マルティーナ マクファーソン 氏
ブラックロック・ジャパン マネージング・ディレクター リー ヒースマン 氏

17:55  
閉会挨拶

国際資本市場協会（ICMA） チーフ・エグゼクティブ マーティン・シェック

18:00 閉会

国際資本市場協会（ICMA）共催コンファレンス
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ICMA共催
ソーシャル／サステナビリティ・リンク・ボンド研修コース

年次コンファレンスの前日、発行体を対象とした研修コースを毎年ICMAと共催

日程 2020年11月12日（木）16時30分～19時00分（日本時間）

タイトル ソーシャル／サステナビリティ・リンク・ボンドエグゼクティブ研修コース

「Social and Sustainability-Linked Bonds Executive Training Course」

会場 ZOOMによるウェビナー

主催 国際資本市場協会（ICMA）

リード

トレーナー

国際資本市場協会（ICMA）

市場慣行・規制政策 ディレクター バレリー・ギヨマン 氏

サステナブルファイナンス ディレクター シモーネ・ユータマーク 氏

参加者 発行体、証券会社、外部レビュアー、投資家 等 計５３名

2020年グリーン／ソーシャルボンド・コンファレンスの前日には、発行体を対象としたセミナー
「ソーシャル／サステナビリティ・リンク・ボンド エグゼクティブ研修コース」を開催した。
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ソーシャル／サステナビリティ・リンク・ボンド エグゼクティブ研修コース プログラム

16:30
歓迎の挨拶

ICMA 市場慣行・規制政策 ディレクター バレリー・ギヨマン 氏
日本証券業協会 SDGs推進室長 森川 怜子

16:35
パート１：サステナビリティ・リンク・ボンド
トレーナー：

ICMA 市場慣行・規制政策 ディレクター バレリー・ギヨマン 氏

17:00 休憩

17:10    

パート２：ソーシャルボンド
トレーナー：
ICMA サステナブルファイナンス ディレクター シモーネ・ユータマーク 氏

• 市場概況
• ソーシャルボンド原則における４つの核
• 外部評価：一般的な紹介と概要

ING グローバルキャピタルマーケッツ アジア太平洋責任者 マネージングディレクター ヘルグ・マンケル 氏
• ソーシャルボンドケーススタディ（COVID-19含む）及び市場展望

ISSコーポレートソリューション VP サステナブルファイナンスビジネスマネージャー フェドリーコー・ペッツォラット 氏
ISSコーポレートソリューション ESGコンサルタント ダマーソ・ザガーグリア 氏

• ソーシャルボンドのための外部評価
• ソーシャルボンドのセカンドパーティオピニオン（SPO）に関する外部評価者によるプレゼンテーション

ICMA共催
ソーシャル／サステナビリティ・リンク・ボンド研修コース
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東大×日証協 「SDGsシンポジウム」の開催

2020年12月 東京大学との共催により「SDGsシンポジウム」を開催

日程 2020年12月15日（火）18時00分 ～ 20時00分

タイトル

東大×日本証券業協会

SDGsシンポジウム 知とビジネスのイノベーション

～未来の選択～

テーマ

今、注目を集めているSDGs。 その達成のために一人ひとり

ができることは何か。今大学で学んでいる、またこれから学ぶで

あろう学問や研究を使って、世界で起こっている社会的課題

の解決に貢献することができる。大学での経験・学問・研究

等からベンチャーとして起業した事例を通じて、持続可能な社

会のイノベーションについて考える機会とする。

共催 東京大学・日本証券業協会

参加者

数

全国の大学生等、ZOOM及びニコニコ生放送で

合計5,400名（視聴数ベース）
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2020年12月 東京大学との共催により「SDGsシンポジウム」を開催

東大×日証協 「SDGsシンポジウム」の開催
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東京大学×日本証券業協会
「大学債／ソーシャルボンド・カンファレンス」の開催

2021年１月 東京大学との共催により「大学債／ソーシャルボンド・カンファレンス」を開催

日程 2021年1月15日（金）10時30分 ～ 12時00分

タイトル

東京大学×日本証券業協会

大学債／ソーシャルボンド カンファレンス

～初の大学債、発行の意義とSDGsへの貢献～

趣旨

東京大学が昨年10月上旬、東京大学FSI債をソーシャルボンドとして200億円発行。

複数の新聞・メディア等で報道され、現在多くの反響を呼んでいる。また、本年のソー

シャルボンド国内公募発行額は8,000億円を超え、既に昨年発行額を上回るなど、

本国ソーシャルボンド市場は広がりをみせつつある。そこで、東京大学と日本証券業協

会の共催により、大学債（東京大学FSI債）の社会的意義、大学の資金調達手

段としての債券の役割、大学債のソーシャル性・SDGsへの整合性、ソーシャルボンド

の現状と課題等といった内容をテーマにしたカンファレンスをオンライン開催

共催 東京大学・日本証券業協会

参加者

数

全国の大学関係者（国公私立大学 財務部長、社会連携担当）、

学生、証券関係者等 280名（参加申込300名）
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2021年１月 東京大学との共催により「大学債／ソーシャルボンド・カンファレンス」を開催

10分
歓迎・開会挨拶
東京大学 総長 五神 真氏
日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

10分
基調講演：東京大学FSI債（東大債） 発行の意義
東京大学 副学長 坂田 一郎氏

10分

講演: SDGs債 特にソーシャルボンドの意義

日本証券業協会 副会長・専務理事 SDGs推進本部

副本部長 岳野 万里夫

30分

パネルディスカッション:

大学債発行の実際、市場の反応、今後の課題

モデレーター：
日本証券業協会 特別顧問 川村 雄介
パネリスト ：

東京大学 副理事

(財務制度改革、資金・資産運用) 平野 浩之氏

㈱日本格付研究所 サステナブル・ファイナンス評価部長

チーフ・サステナブルファイナンス・アナリスト 梶原 敦子氏

文部科学省 国立大学法人法 改正等担当者

大和証券㈱ デット・キャピタルマーケット部

オリジネーション課 米上 広成氏

30分
質疑応答

モデレーター、パネリストに対する質疑応答

東京大学×日本証券業協会
「大学債／ソーシャルボンド・カンファレンス」の開催

プログラム 講演「SDGs債 特にソーシャルボンドの意義」資料
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５．国際的な連携・協力
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国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

SDGsに関するバリ宣言
2018年11月2日採択 於バリ インドネシア （仮訳）

アジア太平洋地域は、世界人口の半数以上を占め、高い経済成長を達成又は維持し、世界経済を牽引する役割を担っている。
同地域はまた、世界の最貧困人口の半数以上を占め、急速な産業化と社会構造の変化により、社会及び環境における困難に直面している。
アジア太平洋地域における社会、経済、及び環境問題に対処することは、結果として同地域のみならず世界全体の持続可能な開発に寄与するものである。

証券業界は国際連合が示す持続可能な開発目標の達成のために必要な資金を効率的に配分する上で大きな役割を果たすことが期待されている。これらの状
況に鑑み、

我々アジア証券人フォーラムのメンバーは、アジア太平洋地域の証券業界間で意見及び情報を交換し、同地域の証券市場の発展と経済成長に資するという設
立の目的を想起し、
世界で最も急速に成長を遂げている地域の証券市場を擁し、相当の地理的範囲と人口を占めるメンバー機関の拡大を反映し、
この地域の証券業界が国際連合の持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成のために重要な役割を果たすことができることを認識し、
ここに、以下の事項に取り組むことを宣言する。

関係規制当局及び他のステークホルダーと協力し、前述の目標の達成に貢献できる金融・証券市場の発展と維持を促進し、
グリーン及びソーシャルボンド原則やサステナビリティボンド・ガイドラインのように、グローバルな資本市場で広範に実践される、SDGsに貢献するイニシアチブを歓
迎・支持し、
メンバー間における協力を促進し、この分野において我々が情報、知見、経験を共有できるプラットフォームとしての機能を強化する。

アジア証券人フォーラム（ASF） SDGsに関するバリ宣言

・アジア証券人フォーラム（ASF） は、1995 年にアジア・大洋州地域における証券界の意見及び情報交換、
証券市場の 発展と経済成長への寄与を目的として本協会の提唱により設立され、現在、同地域における
証券自主規制団体及び業界団体の26 機関が参加している。

・2018年11月、本協会の提唱に基づき、ASFとしてSDGsの達成に貢献する意思を明示することを主眼に、
ASFメン バーの賛同を得て「SDGsに関するバリ宣言」を採択した。

・採択セレモニーでは鈴木会長がスピーチを行い、総会に参加した全メンバーが登壇、賛同意思を表明した。



60

国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

2020 年、ASF メンバー機関 各機関のメンバーにおける SDGs に係る 取組みについてのサーベイを実施。
サーベイの結果、ASFメンバー25 機関のうち、17機関が SDGs に係る取組みを実施していることが分かった。

アジア証券人フォーラム（ASF） SDGsサーベイ 概要
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国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

2020 年、ASF メンバー機関 各機関のメンバーにおける SDGs に係る 取組みについてのサーベイを実施。
サーベイの結果、ASFメンバー25 機関のうち、17機関が SDGs に係る取組みを実施していることが分かった。

アジア証券人フォーラム（ASF） SDGsサーベイ 概要（続き）
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国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

2020 年、ASF メンバー機関 各機関のメンバーにおける SDGs に係る 取組みについてのサーベイを実施。
サーベイの結果、ASFメンバー25 機関のうち、17機関が SDGs に係る取組みを実施していることが分かった。

アジア証券人フォーラム（ASF） SDGsサーベイ 概要（続き）



日証協を除くASFメンバーの40の回答の内、28がサステナブルファイナンスに係る取組であった（略称は次頁参照）
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国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

取り組み（仮訳） 機関（略称） 取り組み（仮訳） 機関（略称）

1 国際責任投資家ネットワーク（IRIN）2020 BBF 15
サステナブルなファイナンスに焦点を当てたSRONFAウェブサイトセ

クション
SRO NFA

2 サステナブルファイナンスセミナー APEI 16 GBP、SBP、SBG等の原則のタイ語への翻訳 THAI BMA

3 社会的責任投資： サステナブルな成長への道セミナー KOFIA 17 ブルサイスタンブールサステナビリティプラットフォーム TCMA

4
ノルウェーと／オランダ年金基金訪問（韓国資産運用会社CEO

同行）、ESG投資に関する対談
KOFIA 18 政府グリーンニューディールイニシアチブ支援 KOFIA

5 サステナブルファイナンスのウェビナー/会議 SRO NFA 19 サステナブルファイナンスWG設置 ASIFMA

6 サステナビリティの議論 SAS 20 サステナブルファイナンスのためのハイレベルの定義を発表 ICMAアジア

7 2020年1月：サステナビリティボンドフォーラム THAI BMA 21 サステナビリティ・リンク・ボンドの原則発表 ICMAアジア

8 サステナブルな開発のためのビジネス評議会 TCMA 22 SDGマッピング／ハーモナイズドフレームワーク更新 ICMAアジア

9 サステナブルな目標のためのビジネス TCMA 23
COVID19に対処する際のソーシャルボンドに関するガイダンス提

供
ICMAアジア

10 ESGとサステナブルなファイナンスに関するウェビナー ASIFMA 24 サステナブルな価値の創造 AFMA

11 オーストラリア責任投資協会 AFMA 25 オーストラリアサステナブルファイナンスイニシアチブ AFMA

12 ロシアサステナブルファイナンスレポート SRO NFA 26
コーポレート部門によるグリーン、ソーシャル、サステナビリティボンド

の発行の促進
THAI BMA

13
「持続可能なデータアライアンスアジアストリームの未来」創設パー

トナー
ASIFMA 27 ESG債券インデックス（2021年開始予定） THAI BMA

14
サステナブルなファイナンスのための国際政策イニシアチブとベスト

マーケットプラクティスの大要を公開
ICMAアジア 28 協会サイトのESG債券情報（2021年開始予定） THAI BMA

ASFメンバー（日証協除く）によるサステナブルファイナンス関連取り組み一覧
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国際イベントを通じたＳＤＧｓ推進に向けた取組み

アジア証券人フォーラム（ASF)

アジア証券人フォーラム（ASF：Asia Securities Forum）は、1995年、アジア・オセアニア地域における証券界の意見及び情報交
換、証券市場の発展と経済成長への寄与を目的に本協会の提唱により設立された。本協会が常設事務局を務めており、現時点でアジ
ア・オセアニア地域における自主規制機関及び業界団体の26団体が加盟している。
ASFは、毎年、加盟団体の持ち回りの主催により年次総会（3日間）を開催している。2020年は、コロナ禍により実開催が難しいこと

から、オンラインによる開催とした。

（参考）ASF概要、メンバー機関（26機関）
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本協会協賛
ロンドン「FT ESGコンファレンス」開催

2019年３月、ロンドンにて本協会・JPX協賛により

「FT ESGコンファレンス」を開催
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本協会協賛
ロンドン「FT ESGコンファレンス」開催

「FT ESGコンファレンス」プログラム
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本協会協賛
ロンドン「FT ESGコンファレンス」開催

「FT ESGコンファレンス」の模様
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６．金融・証券教育支援事業における取組み
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金融経済教育における取組み
学校向け教材提供 関連

学校向けの教材において、SDGsの普及・啓発に向けた施策を実施

「株式会社制度と証券市場の仕組み」

主に中学、高校生を対象に、社会的課題を解決する
起業体験を通じて、企業の意義と役割、事業を行うた
めの資金調達、投資の意義やSDGs等を学ぶ教材
「金融クエスト」を新たに制作（2021年４月公開）

「金融クエスト」

主に高校・大学生を対象した「株式会社制度と証
券市場の仕組み」において、株式会社制度や証券
市場の意義として、投資家による社会に貢献してい
る企業への投資行動が「SDGsの実現につながる、
持続可能な社会の形成への参画となる」ことを訴求。
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金融経済教育における取組み
講師派遣、セミナー 関連

大学向けの講師派遣、社会人向けのセミナーにおいて、SDGsやサステナブルファイナンスの普及・啓発に向けた施策を実施

大学向け講師派遣

大学生を対象とした講師派遣事業において、「社会
的責任投資（SRI）」といった投資の社会的意義や、
証券会社のサステナブルファイナンスにおける仲介機能、
SDGsに貢献する金融商品として、グリーンボンドや
ソーシャルボンド等を含む「SDGs債」について説明

【大学生向け講師派遣レジュメ】

社会人向けセミナー

投資初心者・未経験者を対象に金融・証券の基
礎知識の理解を深めてもらうことを目的としたセミ
ナーにおいて、投資の社会的意義やSDGsについ
て説明

【社会人向けセミナーレジュメ】
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金融経済教育における取組み
WEBや冊子の提供 関連

WEBサイト、冊子において、SDGsの普及・啓発に向けた施策を実施

WEBサイト「投資の時間」による訴求

投資初心者・未経験者を対象としたWEBサイト「投
資の時間」において、投資の社会的意義やSDGsに
ついて説明

社会人向け冊子「資産運用と証券投資 スタート
ブック」による訴求

投資初心者・未経験者を対象にした冊子「資産運
用と証券投資 スタートブック」において、投資の社会
的意義や、SDGsとインパクトインベストメントの関係
について説明



（参考）

高等学校「政治・経済」の新学習指導要領解説（抄）
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（２）グローバル化する国際社会の諸課題の探究

地球環境と資源・エネルギー問題については、地球環境問題が具体的には、地球規模の気候変動や生物

多様性の危機，オゾン層の破壊、熱帯林の減少など様々な問題として現れており、これらの問題が …（中

略）… 地球的規模にまで広がっている現状がある。 …（中略）… 。

このような現状を踏まえて、地球環境の保全を優先する考え方と、生活水準の向上を目指す経済発展（開

発）を優先する考え方とを対照させ、持続可能な開発という観点から探究できるようにする。

その際、例えば、 …（中略）… 環境に関する条約などによる法的規制、環境税や排出量取引など経済

的手法による制度設計、国際会議や国際協定などにおける環境外交や国際的な協力や取組、政府や国際

機関、企業、非政府組織（NGO）、個人などが環境保全に果たす役割などについて、「誰一人取り残さな

い」との理念の下、自然環境や資源の有限性、貧困、イノベーションなどに関わる17 のゴール（目標）、169

のターゲットからなる国際連合における持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals。以下、

SDGs と略す。）に触れながら、自分の考えを説明、論述できるようにすることが考えられる。その際、人間尊

重と人類の福祉の増大の立場に立って探究できるようにすることが大切である。

高等学校の選択科目「政治・経済」の新学習指導要領においては、例えば、「環境に関する条約などによる法
的規制」、「環境税や排出量取引など経済的手法による制度設計」、「政府や国際機関、企業、非政府組
織（NGO）、個人などが環境保全に果たす役割」などについて、SDGsに触れながら、探求できるようにするこ
とが大切である旨、盛り込まれている。



（参考）

2021年度 大学入学共通テスト
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2021年1月30日実施 大学入学共通テスト「現代社会」より

2021年1月30日実施の大学入学共通テスト「現代社会」において、

ＳＤＧｓとそのロゴに関する問題が出題


